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＜請願の趣旨＞ 

 三田市が市民センターの利用料金を２０２６年４月から現在の１．５倍に引き上げ

ることを決めたと知りました。 

 しかし利用者はほとんどこの値上げを知りません。値上げしたら利用者にどのよう

な影響があるか調査されたのでしょうか。１．５倍と判断された根拠は何ですか。 

 市民センターでは子どものスポーツ教室から、ヨガやダンス、高齢者の体操、お

琴、コーラス、俳句、絵手紙、陶芸など様々なグループが活動しています。身近に習

うことができる、安い事も魅力です。各地域に市民センターがあることは地域の方が

日常的につながれると言うことです。近所のごく少数しか知り合いがいなかったのが

市民センターの何らかのサークルに入ることで知り合いが増え、楽しみが増えます。

私自身も市民センターでサークルに参加することでたくさんの知り合いができまし

た。市民センターは若い人にも高齢者にも大事な場所となっています。 

 今「人と人のつながり」が公共団体の重要課題であることを最近知りました。ほっ

ておけば一人一人が孤立する現代において市民センターは「人と人のつながりを作る

大切な公共空間」であると言うことです。そのような観点からすると受益者負担とい

うような考えではなく市民が生きがいをもち、心豊に生きていける手立てを三田市が

提供しているということです。 

 今回の利用料金の値上げは多少高くなっても仕方ないという考えになっていないで

しょうか。今、市民は物価高騰に苦しんでいます。このようなときこそ市民が気軽に

集えて楽しめる市民センターの存在が必要です。 

 

＜請願事項＞ 

２０２６年４月から市民センターの利用料金１．５倍の値上げはやめてください。 

 

 

 

 

 

 

 

紹 介 議 員 水元 サユミ 

付託委員会 生活地域常任委員会 

 


